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こ
こ
で
は
、
社
会
黄
本
と
生
産
貸
本
の
相
互
関
係
を
あ
つ
か
っ
た
理
論
と
し
て
、
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
「
径
済
発
展
の
戦
略
」
（
Ｐ
Ｃ
．

（
●
ユ
》

勇
厨
盲
目
目
壱
弓
胃
聖
日
冨
里
昌
博
ｇ
ｏ
目
。
ロ
③
ぐ
里
８
ョ
⑥
具
．
邑
謡
．
麻
田
四
郎
訳
、
醗
松
堂
）
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
第
二
‐
‐
一
図
に
よ
っ
て
Ｐ
次
の
ご
と
く
の
べ
て
い
る
。

目
次

一
、
問
題
の
所
在

二
、
社
会
賢
本
の
概
念
吟
味
（
以
上
『
金
沢
大
学
経
済
冷
染
Ｌ
・
第
一
号
所
収
）

三
、
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
社
会
資
本
論
批
判
（
以
下
本
号
）

四
、
カ
ッ
プ
の
社
会
的
費
用
当
批
判

五
、
生
潅
手
段
の
二
分
裂

六
、
消
費
の
二
分
裂

七
、
私
的
独
占
と
社
会
的
生
産
手
段
の
一
体
化

八
、
消
盟
の
「
社
会
化
Ｌ

九
、
「
社
会
化
Ｌ
の
諸
結
果

社
会
資
本
論
批
判

四
、
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
社
会
資
本
論
批
判

ｌ
社
会
的
生
産
手
段
と
社
会
的
消
饗
手
段
Ｉ

（
一
一
）

宮
本
窓

－
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い
ま
、
横
軸
は
社
会
資
本
の
利
用
可
能
性
（
お
よ
び
生
産
費
）
を
し
め
し
、
縦
軸
は
直
接
生
産
活
動
に
よ
る
産
出
物
の
総
生
巌
曲
（
直

接
生
産
活
動
に
対
す
る
減
価
償
却
分
を
ふ
く
む
）
を
し
め
す
。
ま
た
社
会
資
本
へ
の
投
資
は
直
接
生
産
活
動
の
原
価
計
算
に
算
入
さ
れ
な

い
も
の
と
す
る
。
曲
線
ａ
は
直
接
的
生
産
活
動
に
お
け
る
一
定
の
投
盗
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
一
定
並
の
生
産
物
を
完
全
操
業
で
生
旅
す
る

に
要
す
る
総
費
用
と
社
会
資
本
の
関
係
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
．
ｂ
、
ｃ
、

第
２
１
１
図

ｄ
は
、
直
接
的
生
産
活
助
の
投
盗
が
増
加
し
た
場
合
を
し
め
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
曲
線
が
原
点
に
凸
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
社
会
資
本
が
一
定
限

度
を
こ
え
て
盟
宿
と
な
っ
て
も
、
生
産
資
本
の
出
川
の
低
下
は
わ
ず
か
だ

が
、
そ
の
限
度
以
下
に
社
会
資
本
が
不
足
す
る
と
生
産
費
用
は
急
上
昇
す

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
社
会
蛍
本
が
一
定
故
の
櫨
接
的
生
旅
活
動
の
生

産
に
必
要
不
可
欠
な
蛾
小
批
に
達
す
る
時
、
生
産
費
曲
線
は
垂
直
に
な

る
。
そ
こ
で
、
二
つ
の
活
助
に
要
す
る
出
川
を
極
小
に
し
て
、
臓
接
的
生

産
活
動
の
産
出
趣
を
増
大
さ
せ
る
の
が
、
社
会
資
本
と
生
産
資
本
の
効
率

を
妓
大
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
図
に
お
い
て
各
曲
線
の
座
猟
の

合
計
が
極
小
と
な
る
点
を
む
す
ぶ
と
、
Ｏ
Ｐ
線
（
四
五
度
の
直
線
と
な
る

よ
う
に
作
図
さ
れ
て
い
る
）
に
な
る
。
こ
の
碩
線
は
、
面
接
生
産
活
動
と

社
会
資
本
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
あ
ら
わ
す
点
の
軌
跡
で
あ
る
。
Ｏ

価
接
生
産
活
助
の
瀧
川
物
の
総
生
唯
潤

《
の
己
）

（
民
川
盗
本
）

次
に
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
径
済
発
展
の
二
つ
の
型
を
し
め
し
て
い
る
。

１
２

第
一
は
先
の
図
の
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
径
路
を
と
る
社
会
貧
本
超
過
供
給
型
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
こ
の
型
は
社
会
資
本
の
過
剰
に
よ
っ

て
生
産
資
本
の
活
動
を
す
す
め
る
公
共
投
盗
の
先
行
投
資
型
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
近
路
を
つ
く
っ
て
、
自
動
車
生
産
を
促
進
す
る

O社会資本の利用可能性と生jWY(公j"")
（註)A､O.Hirshman,TheStrategyofEconomic
DeveloPment.P.87(邦"(151頁）より。
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１
１
１

例
で
あ
る
。
鯏
二
は
、
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
を
結
ぶ
点
線
の
径
路
を
と
る
社
会
武
本
不
足
型
で
あ
る
。
こ
の
型
は
、
生
娠
資
本
の
活
助
に
よ
っ

て
、
あ
い
路
が
生
じ
へ
社
会
資
本
の
投
資
を
誘
発
す
る
と
い
う
、
あ
い
路
投
資
型
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
自
動
車
が
氾
濫
し
て
、
道
が
せ
ま

く
な
り
交
通
が
マ
ヒ
す
る
結
果
、
輸
送
曲
が
上
昇
し
、
逝
路
投
盗
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
こ
の
二
つ
の
皿
の
迩
択
は
、
企

業
者
利
潤
動
機
の
強
さ
と
社
会
資
本
に
責
任
を
負
う
政
府
当
局
の
大
衆
圧
力
に
対
す
る
反
応
の
強
さ
に
よ
っ
て
き
ま
る
と
い
う
。
そ
し

て
、
日
本
は
、
企
業
者
利
潤
勁
機
の
強
く
働
く
、
社
会
資
本
の
あ
い
路
投
武
型
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
理
鐡
を
忠
実

に
評
価
し
た
塩
野
谷
裕
一
氏
は
、
資
本
主
義
の
発
展
の
初
期
を
の
ぞ
い
て
は
、
あ
い
蹄
投
資
型
、
す
な
わ
ち
、
生
産
登
本
の
活
勁
が
活
溌

に
な
る
結
果
、
社
会
資
本
を
誘
発
す
る
方
向
が
先
行
投
資
型
よ
り
碓
実
で
あ
り
、
次
第
に
そ
れ
へ
移
行
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い

問
題
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
縦
軸
は
直
接
的
生
産
活
動
の
大
部
分
を
し
め
る
民
間
資
本
の
生
産
費
と
し
、
描
軸
を
社
会
資
本

（
６
）

の
大
部
分
を
し
め
る
公
共
事
業
（
狭
義
の
そ
れ
で
は
な
く
、
広
義
の
公
共
事
業
で
「
行
政
投
資
」
に
あ
た
る
）
と
お
き
か
え
て
み
よ
う
。

す
る
と
読
者
は
、
こ
の
図
こ
そ
社
会
資
本
充
実
政
策
（
あ
い
ろ
型
か
ら
先
行
投
資
型
へ
の
公
共
投
資
の
転
換
）
の
第
一
の
皿
勘
的
根
拠
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
ガ
ル
プ
レ
ィ
ス
の
公
私
両
部
門
の
バ
ラ
ン
ス
論
は
こ
の
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
図
式
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
ぬ
こ
と
も
な
い
。

パ
プ
リ
グ
ク
・
セ
ン
β
１

た
だ
し
、
彼
は
「
ゆ
た
か
な
社
会
」
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
公
共
部
門
の
欠
陥
に
つ
い
て
社
会
学
的
考
察
を
く
わ
え
て
い
る
に

す
ぎ
ず
、
公
共
財
・
サ
ー
ビ
ス
と
私
的
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
数
量
的
相
関
関
係
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
彼
の
公
私
両
部

（
卓
邑
）

門
の
バ
ラ
ン
ス
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
Ｏ
Ｐ
線
に
お
ち
つ
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

で
は
次
に
、
こ
の
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
図
に
た
い
し
て
の
批
判
を
要
約
し
よ
う
．

ま
ず
第
一
は
、
直
接
的
生
産
活
勤
の
資
本
の
社
会
資
本
へ
の
依
存
度
は
業
献
別
、
規
模
別
に
こ
と
な
っ
て
い
る
．
「
昭
和
三
五
年
腱
紐

済
白
書
」
に
よ
れ
ば
、
社
会
資
本
と
各
産
業
の
連
関
性
は
第
二
’
一
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
⑳
第
一
次
産
業
よ
り
第
二
次
産
業

《
令
申
）

と
の
べ
て
い
る
。
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第2-1表社会資本への業種別依存度

識|電力|迦輸|迦傭|小帥||附地|鯛水|小計分’区

。
●
○
申
。
ｇ
●
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
。
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１

麺
班
唖
鎚

’’股林水産業

鉱業

食料品製造業

繊維工業

パルプ・紙・紙加工品
製 適業

印刷出版業

石炭・石油製品製辿業

化学工業

ゴム・皮雌製品製適業

撫業・土石製品製辿業

鉄鋼業

機械製造業

|識；
電力業

述輪業

公共鞭業

飲食店・サービス業

●
●
●
①
●
●
ｂ
①
●
●
ｅ
■
■
■
ｅ
Ｄ
ｅ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
３
１

旬
、
●
、
●
○
。
●
●
●
●
今
○
申
●
●
由
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

●
●
●
●
■
。

０
０
０
０
０
０

Ｊ
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

皿
皿
哩
噸
咽
晒
噸
皿
”
岬
嘔
皿
皿
皿
皿
唖
眠
皿
哩

Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
佃

OM|

100

115

013

065

、
■
●
●
●

０
０
０
０
０

１
‐
↓
。
。
‐
ｌ
ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｊ
１
１
ｆ
Ｐ
０
１
１
ｌ
ｑ
Ｉ
ｊ
ｌ
１
１
９
９
Ｉ
ｊ
４
Ｉ
０
Ｌ
ｕ
．
甲
，
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

●
●
●
●
巳
。
●
◆
■
。
●
ｐ
ｅ
Ｕ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０

詞
’
四
‐
１
面
Ｉ
鴫
ｌ
鯉
顕
略
聖

０
０
１
０
０
０
０
０

剛
瑠
雪
珂
呵
面
咽
暉
唖
暉
哩
哩
唖
師

白
白
。
●
●
。
■
、
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
．
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

率
幽
郵
班
燕
班
魏
麹
哩
師
郵
麹
函
”

o･1顕｜

難
0．1

0．0

：'，
0．2

0．0

0．

0.052

14

：05皿
噸
唖
哩
睦
吻
啄
曄
咽
卿

157

101

063

085

M9

003

003

003

002

167

●
●
●
●

０
０
０
０

中
。
■
●
申
●
●

０
０
０
０
０
０
０

皿
獅
暉
祁

403

0．

I

(術考）1．経済企剛庁調在局試算。

2．資本係数は,30年国窟統計の有形固定資産額を30年亜某連関表の産出

総額で割ったもの。鉄綱は第1次金風の数字を代用した。

3．電力，通信（電侭電話)，迎輸（鋏巡，道路，港湾）は,30年逓業連

関表によりウエイトを求めて，資座を各業諏に分荊し，それを産出總額
で刺ったもの6たとえば，艇林水産業の電力の数値は，｛(農林水産業の
晒力投入額÷電力雁出総額)×電力資施細}÷股林水産業髄出額である。

4．用地,用水は通亜省凋の33年工業用水統計炎より，用地は坪当り5,“0

円，用水は1立方米ﾉ日当り100000円の投資が必要なものとして計算し

た。

5．r経済白笹』（昭和35年度)P.421より



ｒ

211

の
方
が
社
会
費
本
へ
の
依
存
度
が
大
き
い
。
②
第
二
次
産
業
の
中
で
は
原
材
料
供
給
部
門
（
と
く
に
、
鉄
鋼
・
石
油
関
連
産
業
）
は
社
会

資
本
へ
の
依
存
度
が
高
い
と
の
べ
て
い
る
。

「
経
済
白
普
」
の
と
り
あ
げ
た
社
会
資
本
は
統
計
の
処
理
上
、
竃
力
・
巡
輸
・
通
信
・
用
地
・
用
水
に
限
定
し
て
あ
り
、
進
路
・
港

湾
・
住
宅
・
生
活
環
境
設
伽
・
教
育
設
側
な
ど
が
ぬ
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
社
会
盗
本
へ
の
依
存
度
を
完
全
に
あ
ら
わ
す
と

は
い
え
ぬ
が
、
依
存
度
が
産
葉
部
門
別
に
こ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

次
に
、
社
会
盗
本
へ
の
依
存
皮
は
浅
本
規
棋
の
大
き
く
な
る
ほ
ど
尚
く
な
る
。
と
り
わ
け
、
独
占
安
本
は
他
の
中
小
寅
本
と
ち
が
い
、

そ
の
支
配
地
域
が
ひ
ろ
く
な
り
、
そ
の
地
域
外
の
社
会
資
本
を
利
用
独
占
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
依
存
度
は
高
く
な
る
。

た
し
か
に
あ
る
靴
の
雌
問
盗
本
と
あ
る
秘
の
公
共
耶
業
の
間
に
は
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
図
は
成
立
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
港
湾

と
鉄
鋼
業
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
八
幡
製
鉄
と
堺
港
、
川
崎
製
鉄
と
千
葉
港
の
間
に
は
、
第
一
図
の
関
係
は
そ
の
ま
ま
成
立
す
る
。
と
こ

ろ
が
、
鉄
鋼
盗
本
と
道
路
と
な
れ
ば
、
こ
の
図
の
曲
線
の
匂
配
は
な
だ
ら
か
な
も
の
と
な
り
、
拙
軸
に
平
行
な
施
線
に
ち
か
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
鉄
鋼
資
本
と
住
宅
と
の
関
係
と
な
れ
ば
、
問
題
は
二
つ
に
わ
か
れ
て
く
る
。
地
方
団
体
が
愛
知
県
の
よ
う
に
製
鉄
会
社
に
た

い
し
、
宅
地
を
無
依
で
拠
供
し
た
り
、
労
務
者
住
宅
を
雌
没
し
た
蝿
合
に
は
、
当
該
企
業
の
労
務
費
ｌ
生
産
磯
の
引
下
げ
と
な
る
。
し
か

し
、
地
方
団
体
の
建
設
す
る
住
宅
に
は
貧
困
者
の
厚
生
を
目
的
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
企
業
と
は
関
係
が
な
い
。
一
般

的
に
い
っ
て
、
地
方
団
体
の
住
宅
処
投
と
製
鉄
盗
本
の
生
龍
蛮
と
の
関
係
は
稀
薄
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
が
下
水
遊
や
公
側
と
も
な
れ

ば
民
間
資
本
の
生
産
費
と
の
因
果
関
係
を
と
り
あ
げ
る
だ
け
で
も
こ
っ
け
い
で
あ
る
。

独
占
段
階
に
お
い
て
は
、
価
格
は
生
産
費
プ
ラ
ス
平
均
利
潤
と
い
う
関
係
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
融
の
公
共
投
伽
の
充

足
に
よ
っ
て
、
あ
る
民
間
資
本
の
生
産
費
の
引
下
げ
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
が
全
産
業
の
生
産
費
の
引
下
げ
に
波
及
し
、
ひ
い
て
は
消
費
者

物
価
ま
で
引
下
げ
る
と
い
う
自
動
作
川
は
次
第
に
働
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
公
共
投
備
が
充
実
し
て
も
そ
れ
は
特
定
資
本
に
利
朋
独
占
さ

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
利
潤
は
総
資
本
の
間
で
分
配
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、
当
該
資
本
が
留
保
す
る
傾
向
が
つ
よ
い
。
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こ
う
し
て
、
特
定
地
域
の
公
共
設
仙
（
後
に
詳
述
す
る
ご
と
く
、
主
と
し
て
社
会
的
生
産
手
段
）
を
利
用
独
占
で
き
る
資
本
は
利
川
独

占
の
で
き
な
い
資
本
に
く
ら
べ
て
特
別
に
追
加
利
潤
を
取
得
で
き
る
。
こ
れ
を
地
域
独
占
と
よ
ん
で
お
く
と
、
独
占
資
本
は
地
域
独
占
を

め
ぐ
っ
て
蝕
争
す
る
こ
と
と
な
る
。

さ
て
、
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
図
式
は
、
こ
の
よ
う
な
独
占
段
階
に
お
け
る
生
藤
関
係
が
捨
象
さ
れ
て
、
一
般
的
に
民
間
盗
本
と
公
共
事
業

の
間
に
、
相
関
関
係
が
成
立
す
る
ご
と
く
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
わ
が
国
の
社
会
資
本
充
実
政
箪
も
、
側
搬
に
一
般
的
に
社
会
盗
本
が

充
実
す
れ
ば
、
民
間
資
本
の
生
産
費
が
下
が
り
、
ひ
い
て
は
消
蛮
者
物
価
を
引
下
げ
、
卿
民
生
活
が
ゆ
た
か
に
な
る
か
の
ど
と
く
の
べ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
現
状
を
お
お
い
か
く
す
理
論
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
、
社
会
資
本
を
一
括
し
て
と
ら
え
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
大
き
く
わ
け
て
、
社
会
的
生
旅
下
段
と
社
会

的
消
饗
手
段
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
間
資
本
と
の
関
係
は
全
く
ち
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
的
生
巌
手
段
は
民
間

資
本
と
く
に
固
定
資
本
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
う
る
の
に
た
い
し
て
、
社
会
的
消
費
手
段
は
主
と
し
て
、
労
働
力
の
再
生
雁
の
条
件
と
関

迎
づ
け
て
論
じ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
現
実
の
社
会
資
本
充
実
政
策
が
、
社
会
的
生
産
手
段
充
実
政
漿
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た
か
も
、
社
会
的
荊
蜜
手
段
も
充
実
す
る
か
の
よ
う
に
と
ら
れ
て
い
る
の
は
、
両
者
の
理
論
的
区
別
が
、
ハ
ー
シ
ュ

マ
ン
の
よ
う
に
ぼ
や
か
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
後
の
批
判
に
つ
い
て
は
反
批
判
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
さ
い
き
ん
の
地
域
側
発
政
策
（
経
済
企
価
庁
の
「
叫

土
総
合
開
発
計
画
」
）
で
は
、
社
会
資
本
の
充
実
は
、
民
間
企
業
の
生
産
変
の
引
下
げ
と
い
う
目
的
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
「
社
会
的
費

用
」
あ
る
い
は
広
義
の
公
害
の
防
止
を
も
目
的
と
し
て
い
る
と
。
そ
こ
で
、
次
に
は
社
会
的
蛍
用
諭
を
吟
味
し
て
み
よ
う
。

（
註
）（

１
）
以
下
の
引
用
は
、
主
と
し
て
、
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
前
掲
番
鯏
五
章
「
投
資
選
択
と
投
寅
戦
略
」
の
中
の
「
社
会
的
柵
接
資
木
対
吹
接
仙
北
賑
活

動
」
に
よ
る
（
弓
．
忠
Ｉ
弓
・
邦
訳
一
四
四
－
一
六
九
頁
）
。
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社
会
的
曲
川
の
贈
大
か
ら
社
会
黄
本
の
必
要
を
脱
明
す
る
理
論
は
、
先
述
の
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
の
「
ゆ
た
か
な
社
会
」
に
も
み
ら
れ
る

が
、
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
は
カ
ッ
プ
の
「
私
的
企
業
と
社
会
的
幾
用
」
（
目
胃
９
．
重
９
喚
蔚
昌
卑
冒
肩
野
胃
目
“
。
、
岳
呂
・
篠

原
潔
三
択
、
滑
波
杏
店
、
昭
和
三
四
年
〆
で
あ
る
。
こ
の
著
杏
は
、
野
心
的
な
作
品
で
あ
り
、
社
会
的
擬
川
の
学
説
史
や
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

社
会
的
擬
川
の
実
証
は
後
年
の
評
価
に
た
え
る
業
績
で
あ
る
。

カ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、
社
会
的
盟
用
は
私
的
経
済
活
動
す
な
わ
ち
「
競
争
経
済
」
に
共
通
の
現
象
で
あ
っ
て
、
「
生
産
過
程
の
結
果
、
第

三
者
ま
た
は
社
会
が
受
け
、
そ
れ
に
た
い
し
て
は
私
的
企
業
家
に
責
任
を
負
わ
せ
る
の
が
困
難
な
、
あ
ら
ゆ
る
有
審
な
結
果
や
摘
失
」

負
“
吾
ゞ
ご
蔵
で
・
屋
．
邦
訳
一
六
ｇ
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
社
会
的
幾
用
は
私
的
経
営
の
費
任
で
あ
り
な
が
ら
「
私
的
経
営
の
愛

用
計
画
に
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
」
言
屋
．
詞
壁
蒔
．
邦
訳
二
六
五
両
。
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
５
）
ガ
ル
プ
レ
ィ
ス
の
公
私
両
部
門
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
錨
は
、
消
曲
さ
れ
る
財
貨
と
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
社
会
バ
ラ
ン
ス
鮒
と
、
物
的
・
人
的
寅
木
に

関
す
る
投
資
バ
ラ
ン
ス
論
か
ら
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
厳
密
に
い
え
ば
、
生
産
過
程
を
問
題
に
し
て
い
る
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
考
え
方
と
は
多

少
こ
と
な
っ
て
い
る
。
（
凰
．
』
．
宍
，
。
堅
耳
皇
昏
々
弓
冨
鈩
昌
扁
三
ｍ
ｇ
蒜
ご
》
ｓ
圏
．
。
ご
畠
ｌ
臆
）
。

（
２
）
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
、
こ
の
二
つ
型
以
外
に
、
節
三
の
型
、
叩
線
を
は
さ
ん
で
、
ジ
グ
ザ
グ
に
す
す
む
型
を
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
型
は
経

済
発
展
の
戦
略
を
蒋
え
る
場
合
に
、
あ
ま
り
飛
要
で
な
い
と
し
て
、
主
と
し
て
、
二
つ
の
型
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

（
３
）
塩
野
谷
祐
一
「
産
業
椛
迩
の
策
定
基
叩
」
（
篠
脈
三
代
平
司
醗
業
榊
迭
」
春
秋
社
）
弓
．
鵠
宇
暉
参
照
。

（
４
）
わ
が
国
で
は
公
共
事
業
と
い
う
場
合
に
は
、
一
般
会
計
の
公
共
事
業
賀
の
事
業
対
象
に
せ
ま
く
限
定
す
る
の
で
、
産
業
基
釜
育
成
投
資
、
国
土
保

全
投
資
、
生
活
曝
境
整
側
投
資
、
そ
の
他
教
育
没
側
、
防
衛
股
備
、
官
庁
な
ど
行
政
財
産
の
建
没
な
ど
を
総
称
し
て
「
行
政
投
資
Ｌ
と
よ
ん
で
い

る
。
し
か
し
、
経
済
学
的
に
考
え
て
、
企
業
会
計
以
外
の
迩
設
邪
業
を
公
共
邪
業
と
よ
ぶ
と
す
れ
ば
可
行
政
投
資
Ｌ
は
広
義
の
公
共
邪
業
で
あ

るる
｡｡

五
カ
ッ
プ
の
社
会
徴
用
論
批
判
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カ
ッ
プ
の
あ
げ
て
い
る
社
会
的
礎
用
は
次
の
一
四
項
目
に
も
お
よ
ぶ
危
大
な
も
の
で
あ
る
。

②
生
産
過
程
に
お
け
る
人
間
の
損
傷
（
（
ａ
）
労
働
傷
害
（
ｂ
）
職
業
病
（
ｃ
）
婦
人
労
働
と
幼
年
者
労
働
の
弊
害
）

②
空
剣
汚
染
（
水
汚
染
と
あ
わ
せ
て
年
数
十
億
ド
＄
掴
警
に
途
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
．
主
厳
羅
儲
Ｉ
Ｆ
）
財
寵
緬
伽
の
破

壊
た
と
え
ば
建
築
資
材
の
撹
傷
（
ｂ
）
ば
い
煙
に
よ
る
人
間
の
健
康
の
破
壊
（
ｃ
）
動
植
物
へ
の
影
響
）

⑧
水
の
汚
染
（
（
ａ
）
適
切
な
下
水
処
理
施
般
の
な
い
場
合
の
下
水
・
家
庭
川
廃
棄
物
の
不
完
全
処
理
に
よ
る
汚
染
（
ｂ
）
鉱
山
と
工
場

廃
棄
物
に
よ
る
汚
染
（
ｃ
）
海
水
の
汚
染
）

㈱
動
物
蛍
源
の
減
少
（
動
物
資
源
の
無
制
限
的
競
争
採
取
に
よ
る
拙
失
）

⑤
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
早
期
溜
渇
（
石
油
・
石
炭
資
源
の
競
争
的
開
発
に
よ
る
浪
磯
）

⑥
土
塊
の
投
蝕
・
地
力
の
消
耗
お
よ
び
森
林
の
乱
伐
に
よ
る
拙
失

⑦
技
術
的
変
化
の
社
会
的
費
用
（
新
技
術
を
採
用
し
な
い
企
業
に
よ
る
損
失
、
新
技
術
に
よ
る
労
働
者
の
失
業
）

⑧
失
業
と
資
源
の
遊
休
に
よ
る
社
会
的
礎
川

⑨
独
占
の
社
会
的
損
失
（
独
占
は
小
企
業
の
完
全
競
争
に
と
も
な
う
資
源
の
採
取
よ
り
は
能
率
的
で
あ
る
反
面
、
儒
給
の
制
限
に
よ
っ

て
消
費
者
に
損
失
を
与
え
る
）

⑩
配
給
の
社
会
的
磯
用
（
小
売
業
の
過
剰
と
亜
襖
・
非
能
率
か
ら
く
る
社
会
的
損
失
や
過
大
な
宣
伝
、
広
告
澱
に
よ
る
扱
失
）

⑪
輸
送
の
社
会
的
費
用
（
輸
送
施
設
の
鐘
合
に
よ
る
出
蜜
）

⑫
科
学
研
究
の
資
本
主
錐
制
度
に
よ
る
制
限
（
（
ａ
）
企
業
が
利
潤
を
目
的
と
し
て
宣
伝
と
同
じ
く
科
学
研
究
を
あ
つ
か
う
結
果
、
応
用

研
究
が
純
粋
研
究
よ
り
優
位
に
な
り
、
全
体
と
し
て
科
学
研
究
は
お
く
れ
て
し
ま
う
（
ｂ
）
研
究
組
織
が
私
軽
営
、
公
共
擬
関
、
大
学
、

研
究
所
と
複
合
し
て
ム
ダ
に
な
る
（
ｃ
）
小
企
業
は
研
究
で
き
ぬ
反
而
、
科
学
技
術
の
独
占
が
大
企
業
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
）

⑬
市
街
地
利
用
の
過
度
銃
争
に
よ
る
社
会
的
損
失
（
（
ａ
）
貧
民
く
つ
の
存
在
（
ｂ
）
道
路
の
狭
少
（
ｃ
）
建
物
の
ふ
ぞ
ろ
い
（
ｄ
）
交



伝.－一
－ －－－

215

で
は
一
体
へ
こ
の
よ
ニ

会
主
幾
を
え
ら
ぶ
の
か
。

カ
ッ
プ
は
統
制
経
済
の
場
合
、
社
会
的
甜
川
が
除
去
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
計
画
者
の
決
定
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
政
治
機
構
の
問
題

（
ｑ
品
）

で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
．
つ
ま
り
、
社
会
主
義
体
制
の
下
で
も
、
資
本
主
義
の
下
で
も
社
会
的
費
用
の
回
避
は
政
治
的
決
定
行
為
に
よ
る

と
い
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
カ
ッ
プ
は
社
会
主
義
を
え
ら
ぶ
の
で
な
く
、
資
本
主
義
体
制
内
で
、
社
会
的
費
用
の
除
去
を
考
え
る
。
彼
は
社
会
的
賀

⑭
特
定
地
域
へ
の
産
業
の
過
度
染
中
に
よ
る
都
市
問
題
の
墹
大
と
そ
れ
に
よ
る
批
失
（
工
場
立
地
条
件
が
私
的
出
用
の
妓
小
点
で
き
め

ら
れ
る
結
果
、
産
業
の
地
理
的
災
中
、
そ
れ
に
よ
る
都
市
の
人
口
過
剰
と
無
計
画
な
成
長
が
お
こ
る
。
（
ａ
）
貯
水
池
、
下
水
施
設
、
学

校
な
ど
の
都
市
施
般
の
拡
張
の
必
要
、
納
税
者
の
負
担
増
（
ｂ
）
郊
外
の
交
通
施
設
の
必
要
、
労
働
者
の
通
勤
時
間
増
大
な
ど
）

カ
ッ
プ
は
こ
れ
ら
の
社
会
的
間
用
の
検
討
の
結
果
と
し
て
、
「
事
実
一
般
的
に
い
っ
て
資
本
主
義
は
費
用
不
払
い
の
経
済
で
あ
る
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
舎
昌
．
詞
魑
Ｆ
邦
訳
二
六
七
頁
）
と
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
競
争
過
程
の
有
益
な
秩
序
と
い
う
の
は
神
話
で
あ
る

と
の
べ
、
次
の
よ
う
に
む
す
ん
で
い
る
。

．
般
的
鐘
争
均
衡
の
位
趾
が
段
大
の
総
満
足
の
位
砥
で
あ
る
、
な
ど
と
考
え
る
こ
と
は
い
か
な
る
邪
梢
が
あ
ろ
う
と
も
不
可
能
で
あ

る
。
何
と
な
れ
ば
消
喪
者
が
そ
の
所
得
盗
源
を
可
能
な
限
り
雌
善
に
利
用
す
る
こ
と
を
え
な
い
か
、
或
い
は
商
業
的
禰
要
操
縦
に
よ
っ
て

こ
れ
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
さ
ら
に
社
会
的
報
酬
の
う
ち
の
危
要
な
も
の
が
私
的
報
酬
に
反
映
さ
れ
ず
や
し
た
が
っ
て
競
争

的
商
品
経
済
の
経
済
的
計
算
に
反
映
さ
れ
な
い
場
合
、
最
後
に
企
業
家
の
支
払
が
真
の
総
生
産
費
の
尺
度
と
な
ら
な
い
場
合
等
に
お
い
て

は
競
争
的
均
衡
は
必
然
的
に
窓
意
的
で
非
常
に
浪
費
的
な
資
源
利
用
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
与
建
．
国
臨
Ｐ
邦
訳

二
七
○
頁
）

通
事
故
）

こ
の
よ
う
な
社
会
的
喪
用
Ⅱ
損
失
を
ふ
せ
ぐ
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
「
曲
用
不
払
い
の
資
本
主
投
」
と
離
別
し
て
社

一
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さ
て
、
以
上
の
カ
ッ
プ
の
社
会
的
甜
用
論
は
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
社
会
的
拙
失
が
、
資
本
主
義
企
業
の
剛
土
と
資
源
の
無
計
画
的

な
利
川
か
ら
お
こ
る
こ
と
を
み
ご
と
に
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
負
担
が
、
企
兆
で
は
な
く
剛
氏
全
休
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

の
べ
、
そ
の
負
担
を
企
莱
に
お
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
政
策
的
意
義
は
大
き
い
。
し
か
し
カ
ッ
プ
が
資
本
主
誰
体
制
内
で
社
会
的
我
川
の

除
去
を
考
え
る
時
に
、
そ
の
織
理
は
混
乱
す
る
。
社
会
的
黄
用
の
除
去
を
経
済
体
制
の
変
革
に
も
と
め
ず
、
社
会
的
価
値
論
に
よ
っ
て
、

経
済
法
則
あ
る
い
は
価
値
法
則
の
定
義
の
修
正
と
い
う
経
済
学
の
変
革
に
も
と
め
る
こ
と
は
観
念
の
逆
立
ち
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
社

会
的
損
失
が
お
こ
り
、
そ
の
負
担
が
国
民
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
資
本
主
義
の
経
済
法
則
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
審
脱
的
な
軽
済
法
則
を
観
念
の
上
で
修
正
し
て
み
て
も
、
資
本
は
利
潤
追
及
や
無
計
画
な
競
争
を
や
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え

ば
社
会
価
値
論
に
よ
っ
て
法
則
の
定
義
を
修
正
し
て
み
て
も
、
法
則
は
賀
徹
し
て
、
企
業
は
社
会
的
我
用
を
コ
ス
ト
と
考
え
は
し
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
カ
ッ
プ
も
み
と
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
同
じ
よ
う
に
公
私
両
部
門
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
除
去
を
主
弧
す
る
ガ
ル

プ
レ
イ
ス
も
、
そ
の
根
本
的
な
対
策
が
現
体
制
内
で
可
能
か
ど
う
か
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
カ
ッ
プ
も
ガ
ル
プ
ィ
ス
も
、
社
会
的
狐

失
の
防
止
に
は
売
上
税
の
よ
う
な
新
税
の
創
投
か
躯
縮
に
よ
っ
て
う
い
た
財
源
に
よ
っ
て
、
公
共
事
業
支
出
を
増
大
す
る
こ
と
を
せ
い
ぜ

用
の
除
去
の
た
め
に
経
済
体
制
の
変
革
で
は
な
く
、
近
代
経
済
学
の
変
革
を
こ
こ
ろ
み
る
。
そ
れ
は
「
経
済
学
の
韮
礎
的
な
概
念
と
範
慧

と
が
商
品
経
済
を
超
越
す
る
よ
う
に
形
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
よ
う
な
プ
ラ
ン
で
あ
る
（
旨
色
．
勺
．
蹟
、
ゞ
邦
認
一
八
三
頁
）
・
こ
の
プ
ラ
ン

に
よ
れ
ば
、
市
場
を
媒
介
と
す
る
交
換
価
値
は
せ
ま
す
ぎ
る
の
で
あ
っ
て
、
価
値
に
か
え
て
、
あ
ら
た
に
社
会
的
価
値
を
導
入
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
企
業
の
生
産
磯
は
市
場
価
値
に
よ
る
生
産
慨
プ
ラ
ス
社
会
的
磯
川
と
な
る
。

だ
が
、
一
体
、
継
済
学
の
生
産
斑
の
定
我
を
か
え
て
も
、
企
業
が
社
会
的
饗
用
を
生
産
班
に
ふ
く
め
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
体
、
社
会
的

餐
用
の
額
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
す
る
の
か
。
彼
に
よ
れ
ば
社
会
的
役
用
の
あ
る
も
の
は
実
測
可
能
だ
と
い
う
。
ま
た
、
直
接
測
定
で

き
な
く
て
も
、
公
共
班
業
が
社
会
費
用
の
発
生
を
部
分
的
に
防
止
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、
政
府
支
出
の
配
分
を
韮
準
に
し
て
、
社
会
的
賛

用
は
推
測
で
き
る
と
い
う
。

さ
て
、
以
上
の
カ
ッ
プ
〈
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本
主
義
と
い
う
単
一
の
経
済
で
あ
る
。

カ
ッ
プ
の
理
論
は
、
社
会
的
損
失
の
実
態
の
解
明
に
は
大
き
な
収
穫
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
を
資
本
の
無
計
画
な
国
土
と
資
源

の
浪
饗
に
か
ぎ
っ
て
、
公
共
設
怖
の
不
足
と
い
う
も
う
ひ
と
つ
の
側
而
を
追
及
し
て
い
な
い
こ
と
、
社
会
的
柧
失
の
除
去
が
経
済
体
制
の

変
革
で
は
な
く
、
経
済
学
の
変
革
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
点
な
ど
で
限
界
が
あ
る
と
い
え
る
。

伽
論
文
の
概
念
の
吟
味
で
の
べ
た
ご
と
く
、
社
会
資
本
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
生
産
手
段
と
消
喪
手
段
（
中
に
は
サ
ー
ビ
ス
も
ふ
く
む

場
合
が
あ
る
）
が
混
在
し
て
い
る
（
第
一
’
一
図
参
照
）
。
ま
た
、
そ
の
所
有
の
方
法
か
ら
い
っ
て
、
私
的
所
有
と
公
有
の
部
門
が
混
在
し

て
い
る
。
（
第
一
’
一
面
）
こ
の
混
在
に
こ
そ
、
後
述
の
よ
う
に
、
阿
家
独
占
資
本
主
装
の
矛
盾
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
ま

ま
で
は
生
産
資
本
と
社
会
資
本
の
関
係
を
論
じ
て
も
空
論
に
な
る
。
こ
の
混
沌
の
ま
ま
、
生
産
資
本
と
の
関
係
あ
る
い
は
生
産
費
と
の
関

係
を
論
ず
る
こ
と
は
、
先
の
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
、
カ
ッ
プ
な
ど
の
ま
ち
が
い
を
く
り
か
え
す
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
社
会
資
本
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
、
そ
の
根
幹
を
な
す
公
有
生
産
手
段
と
公
有
消
識
手
段
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
と

民
間
資
本
の
関
係
を
追
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

へ

触
曾（
１
）
「
・
・
・
わ
れ
わ
れ
は
統
制
と
経
済
計
画
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
費
用
が
必
然
的
に
除
去
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
言
お
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
．
．
…
．

経
済
計
画
の
体
制
に
よ
っ
て
生
産
の
社
会
的
費
用
が
回
避
さ
れ
る
か
否
か
は
、
計
画
者
た
ち
が
こ
れ
ら
を
回
避
し
よ
う
と
欲
す
る
か
、
こ
れ
ら
を

無
視
す
る
か
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
こ
と
は
恐
ら
く
計
画
経
済
の
政
治
的
機
椛
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
の
形

態
の
も
と
で
あ
れ
、
生
産
の
社
会
的
賀
用
が
回
避
さ
れ
る
か
否
か
は
、
本
来
的
に
政
治
的
な
決
定
行
為
に
ま
つ
と
こ
ろ
の
経
済
計
画
の
内
容
が
、

投
粟
の
際
に
再
辮
さ
れ
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
Ｌ
（
旨
且
．
詞
９
．
邦
訳
二
六
’
七
頁
）
。

（
２
）
畠
．
の
画
号
『
畠
普
管
号
墓
》
。
Ｆ
闇
．

五
生
産
手
段
の
二
分
裂
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易
１
時
間
に
よ
る
空
間
の
否
定
の
結
果
、
一
部
の
交
通
手
段
と
輸
送
は
価
値
墹
殖
の
領
域
に
は
い
っ
て
、
資
本
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
大
部
分
の
も
の
は
社
会
的
に
有
用
で
は
あ
っ
て
も
、
価
値
増
殖
は
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
公
権
力
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
よ

ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
の
成
立
は
、
生
産
手
段
の
資
本
主
義
的
私
有
と
剰
余
価
値
の
資
本
家
的
取
得
の
自
由
の
制
度
を
権
力
に
よ
っ
て
確
認

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
つ
の
条
件
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

盗
本
が
投
下
さ
れ
る
目
的
は
「
（
投
資
の
結
果
と
し
て
Ｉ
躯
者
註
）
必
要
労
働
時
間
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
が
は
た
ら
く
剰
余
労
働
時
間

も
ｌ
し
た
が
っ
て
資
本
の
利
潤
も
支
払
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
冨
画
員
》
号
ａ
面
．
念
〕
邦
訳
四
六
九
頁
）
と
こ
ろ
が
一
部
の
生
産

手
段
は
、
そ
の
雄
設
に
長
期
間
を
要
し
、
し
か
も
そ
の
建
設
饗
用
お
よ
び
維
持
蟹
が
大
き
い
の
に
反
し
て
、
剰
余
価
値
を
生
み
だ
さ
ぬ

か
、
生
み
だ
し
て
も
ご
く
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
先
の
道
路
、
迩
河
な
ど
の
交
通
手
段
、
産
業
用
地
・
用

水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
な
ど
は
こ
れ
に
は
い
る
。
こ
う
し
て
こ
れ
ら
の
生
産
手
段
は
個
別
資
本
の
手
に
ま
か
せ
ら
れ
ぬ
が
社
会
的
に
有
用

で
あ
っ
て
、
再
生
産
に
は
か
く
こ
と
の
で
き
な
い
物
質
的
条
件
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
個
別
資
本
は
こ
れ
ら
一
部
の
社
会
的
な
生
産
手
段
を

国
家
の
手
に
ゆ
だ
ね
た
の
で
あ
る
。
国
家
は
こ
の
よ
う
に
資
本
が
共
同
で
利
用
す
る
生
産
手
段
を
建
設
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
ブ
ル

ジ
ョ
ア
社
会
全
体
を
総
括
す
る
」
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
七
七
六
年
、
ス
ミ
ス
は
「
倒
窩
論
」
第
五
篇
、
卵
一
素
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
剛
家
の
本
質
に
ふ
れ
た
部
分
に
お
い
て
同
様
の
趣
旨
を
の
べ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
に
と
っ
て
有
用
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
利
潤
が
経
磯
を
つ
ぐ
な
う
に
足
ら
な
い
た
め
、
個
人
が
創
設
維
持
出
来

（
●
４
）

な
い
公
共
設
備
、
た
と
え
ば
逆
路
、
柵
梁
、
迦
河
、
港
湾
な
ど
は
元
首
又
は
国
家
の
任
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
い
て
い
る
。

ま
た
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
問
題
を
道
路
を
中
心
に
考
察
し
た
後
に
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
資
本
は
そ
れ
を
（
通
路
の
よ
う
な
生
産
手
段
の
建
設
を
１
節
謝
註
）
国
家
の
洞
に
転
嫁
す
る
。
ま
た
側
家
が
寅
本
に
た
い
し
て
伝
統
的
に

優
越
し
た
地
位
を
占
め
る
と
こ
ろ
で
は
、
国
家
は
な
お
全
体
に
た
い
し
て
彼
ら
の
資
本
で
は
な
く
、
彼
ら
の
所
得
の
一
部
を
そ
の
よ
う
な

う
に
な
っ
た
。





狸

段
は
市
場
性
を
も
た
な
い
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
建
設
投
資
は
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
資
本
主
義
社
会
に
固
有
の
生
産
手

段
の
二
分
裂
と
い
う
現
象
こ
そ
、
今
日
の
社
会
資
本
の
不
足
、
あ
る
い
は
公
私
両
部
門
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
歴
史
的
な
原
因
で
あ
・
る
．

六
消
費
の
二
分
裂

都
市
に
社
会
的
生
遊
手
段
が
災
秋
し
、
そ
れ
と
と
も
に
寅
本
が
築
中
築
秋
す
れ
ば
、
労
働
者
を
中
心
と
し
た
人
口
の
密
築
が
お
こ
る
。

都
市
労
働
者
は
小
生
産
者
と
ち
が
い
、
生
産
の
場
と
生
活
の
場
が
分
裂
し
て
い
る
。
資
本
主
義
社
会
の
大
都
市
で
は
人
類
は
原
子
の
世
界

へ
解
消
す
る
。
こ
の
ア
ト
ム
に
た
い
し
て
、
社
会
的
傷
害
あ
る
い
は
社
会
的
殺
人
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
削
に
あ
げ
た

「
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
階
級
」
の
状
態
を
こ
の
大
都
市
で
ア
ト
ム
化
し
た
労
働
者
に
対
す
る
社
会
的
傷
害
・
殺
人
を
証
明
す
る
た
め
に
さ
さ

社
会
的
傷
害
・
殺
人
と
い
う
の
は
、
カ
ッ
プ
や
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
が
百
年
以
上
も
後
に
な
っ
て
く
り
か
え
し
て
い
る
よ
う
な
大
気
汚
染
・

河
川
の
汚
染
と
そ
れ
か
ら
く
る
有
稚
ガ
ス
の
発
生
、
上
下
水
巡
の
不
伽
、
地
価
の
鵬
世
か
ら
く
る
不
良
住
宅
の
密
築
、
住
宅
不
足
、
教
育

の
低
下
、
伝
染
病
の
ま
ん
え
ん
、
そ
し
て
何
よ
り
も
賃
金
と
地
位
の
不
安
定
ｌ
生
活
困
難
で
あ
る
。

大
都
市
の
家
庭
生
活
は
、
艇
村
の
家
庭
生
活
に
お
け
る
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
完
結
し
て
は
い
な
い
。
股
村
に
お
い
て
は
生
活
に
必
要
な

も
の
は
、
家
か
あ
る
い
は
そ
の
延
長
と
し
て
の
共
同
体
内
に
そ
ろ
っ
て
い
た
。
だ
が
大
都
市
に
は
、
農
村
の
血
縁
的
地
縁
的
な
共
同
体
の

げ
て
い
る
。

へ

註
曾（
１
）
『
元
首
又
は
国
家
の
卵
三
に
し
て
般
後
の
任
務
は
、
公
共
施
投
令
号
胃
旨
豊
言
号
冒
等
又
は
土
木
工
那
（
冒
昌
⑤
亀
◎
民
ｅ
に
し
て
、
大
き
な
社

会
に
と
っ
て
は
最
高
度
に
有
益
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
と
の
性
質
上
、
そ
の
利
潤
が
個
人
あ
る
い
は
少
数
の
個
人
に
た
い
し
て
、
そ
の

世
用
を
つ
ぐ
な
う
こ
と
が
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
個
人
ま
た
は
少
数
の
個
人
が
そ
れ
を
建
設
し
た
り
維
持
す
る
こ
と
を
期
待
で
き
な
い
も
の
を

処
没
し
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｌ
（
Ｐ
ｍ
ョ
喜
苧
シ
ョ
旨
号
ご
胃
。
善
の
愚
目
の
働
邑
８
馬
の
②
◎
胃
胃
亀
＄
言
。
冒
農
◎
鼠
】
温
『
合
劃
ジ

言
。
号
冒
Ｆ
吾
目
星
◆
ｐ
ｇ
ｃ
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連
帯
感
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
都
市
の
住
民
は
ア
ト
ム
と
し
て
、
共
同
体
的
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
反
面
と
し
て
社
会

的
傷
害
・
殺
人
が
ひ
き
お
こ
り
、
ア
ト
ム
と
し
て
は
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
言
莱
を
か
え
て
い
え
ば
、
家
庭
内
の
個
人
的

消
費
だ
け
で
は
労
働
力
の
再
生
産
（
労
働
者
の
生
活
の
維
持
、
家
族
の
扶
養
と
教
育
、
社
会
的
文
化
的
欲
望
の
充
足
な
ど
）
い
や
、
生
命

の
維
持
す
ら
困
難
と
な
る
。
そ
こ
で
都
市
の
住
民
の
生
活
様
式
に
お
い
て
は
、
教
育
設
備
、
上
下
水
道
（
や
が
て
は
ガ
ス
・
地
気
）
、
保

随
衛
生
設
術
、
し
尿
ご
み
処
理
小
業
、
都
市
計
画
道
路
、
図
杏
館
、
公
園
そ
の
他
の
社
会
文
化
披
伽
と
そ
れ
に
と
も
な
う
労
働
者
の
共
同

欲
塑
を
満
足
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
が
か
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
波
伽
を
充
足
す
る
必
要
か
ら
、
近
代
都
市
で
は
ア
パ
ー

ト
形
式
の
共
同
住
宅
が
市
民
生
活
の
韮
本
と
な
る
。
い
ま
の
べ
た
よ
う
な
消
挫
は
い
ず
れ
も
他
人
と
共
同
し
て
浦
喪
す
る
性
絡
の
も
の
で

あ
る
か
ら
、
欺
父
物
や
耐
久
消
出
財
の
脳
入
の
よ
う
な
個
人
的
消
費
と
区
別
し
て
社
会
的
消
磯
と
よ
ん
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。

少
々
反
語
め
く
が
、
共
同
体
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
自
由
に
な
り
、
γ
ト
ム
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
労
働
者
の
生
活
は
社
会
的
消
費

と
い
う
共
同
慾
望
の
充
足
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
消
費
は
誰
が
供
給
す
る
の
か
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
先
の
著
沓
で
、
社
会
的
殺
人
・
傷
害
に
た
い
し
て
は
、

社
会
的
権
力
者
が
、
つ
ま
り
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
社
会
の
各
成
員
の
せ
め
て
生
命
を
保
謹
し
、
な
ん
び
と
も
餓
死
し
な
い
よ
う
に
配
慮
す

る
義
務
を
お
っ
て
い
る
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
義
務
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
に
あ
る
。
だ
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国

家
は
な
か
な
か
、
こ
の
任
務
を
遂
行
し
な
か
っ
た
。
住
宅
は
私
人
に
よ
っ
て
、
利
益
本
位
に
経
営
さ
れ
た
り
、
企
業
に
都
合
の
よ
い
社
宅

と
し
て
処
設
さ
れ
る
結
果
、
波
州
の
わ
る
い
不
良
住
宅
に
多
数
の
労
働
者
が
お
し
こ
め
ら
れ
た
。
先
に
の
べ
た
社
会
的
殺
人
・
傷
害
と
い

う
都
市
問
題
は
、
貴
本
主
義
悶
に
は
い
ま
だ
に
つ
き
ま
と
い
、
ま
す
ま
す
解
決
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
未
解
決
で
あ
る
に
せ
よ
、
ほ
ぼ
産
業
革
命
以
後
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
は
次
第
に
社
会
的
汕
費
の
大
部
分
を
ひ
き
う
け
は
じ

め
る
。
そ
し
て
、
個
人
的
消
費
と
の
間
に
明
砿
な
分
裂
が
お
こ
る
。
こ
の
社
会
的
消
費
の
蝋
握
こ
そ
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
総
括
」
と
い

う
国
家
の
任
務
の
他
の
一
面
で
あ
る
。
も
う
一
度
く
り
か
え
す
と
、
資
本
主
義
の
再
生
産
の
た
め
に
、
社
会
的
生
産
手
段
の
創
設
維
持
と
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理

し
、
資
本
の
手
に
』

活
も
二
分
裂
す
る
。

社
会
的
消
費
の
供
給
を
国
家
が
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
国
家
は
完
成
す
る
。
そ
し
て
総
資
本
の
再
生
産
の
み
な
ら
ず
、
資

本
主
義
の
再
生
産
が
維
持
さ
れ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
総
括
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
消
費
が
二
分
裂
し
た
の
は
、
個
人
的
消
費
手
段
が
商
品
と
し
て
の
市
場
性
を
も
つ
の
に
た
い
し
、
社
会
的
消
喪
手
段
（
と

く
に
固
定
設
備
）
の
供
給
に
は
多
量
の
資
金
を
必
要
と
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
設
備
を
私
有
し
て
、
私
企
業
と
し
て
経
営
し
に
く
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
時
代
に
よ
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
都
市
の
生
活
琿
境
の
ち
が
い
に
よ
り
、
住
宅
・
病
院
・
学
校

、

の
大
部
分
が
私
的
経
営
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
時
に
よ
っ
て
は
し
尿
く
み
と
り
や
ご
み
と
り
も
資
本
家
的
軽
営
を
お
こ
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
し
か
し
あ
く
ま
で
、
そ
れ
ら
は
社
会
的
消
費
と
し
て
の
性
絡
は
も
ち
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

消
費
の
二
分
裂
の
結
果
、
商
品
と
し
て
の
個
人
的
汕
愛
物
資
や
サ
ー
ビ
ス
は
大
批
に
、
あ
る
場
合
に
は
過
剰
に
供
給
さ
れ
、
中
に
は
社

会
的
に
無
用
有
害
な
も
の
ま
で
売
り
つ
け
ら
れ
る
の
に
た
い
し
、
社
会
的
消
費
は
資
本
の
必
要
の
な
い
か
ぎ
り
は
蛾
低
限
の
供
給
に
と
ど

ま
り
、
そ
れ
も
時
々
は
み
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
労
働
者
も
企
業
内
斗
争
に
と
ど
ま
る
か
ぎ
り
で
は
、
社
会
的
消
慨
の
改
善
に
関
す

る
要
求
を
出
す
こ
と
が
な
く
、
社
会
的
消
費
は
い
ち
ぢ
る
し
く
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
。

近
代
都
市
労
働
者
の
生
活
様
式
に
お
け
る
消
賛
の
二
分
裂
は
、
農
村
共
同
体
の
農
民
生
活
に
は
、
か
つ
て
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
資
本
の
手
に
よ
っ
て
、
一
旦
消
費
が
二
つ
の
形
に
分
裂
す
る
と
、
や
が
て
都
市
の
全
住
民
は
も
と
よ
り
、
腿
村
の
居
住
者
の
消
蛮
生

生
産
手
段
の
二
分
裂
は
株
式
会
社
の
成
立
に
よ
っ
て
、
資
本
の
社
会
化
が
す
す
む
と
、
ふ
た
た
び
統
一
の
き
ざ
し
が
で
て
き
た
。
と
り

わ
け
独
占
の
成
立
は
生
産
単
位
を
拡
大
し
、
生
産
過
程
と
流
通
過
程
の
総
合
を
は
か
り
、
。
や
が
て
は
地
方
自
治
体
あ
る
い
は
国
家
そ
の
も

消
費
の
こ
の
よ
う
な
二
分
裂
は
労
働
力
の
再
生
産
を
妨
害
す
る
条
件
で
あ
り
、
資
本
主
義
の
消
費
生
活
に
特
有
な
棟
式
で
あ
る
。

七
私
的
独
占
と
社
会
生
産
手
段
の
一
体
化
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第
二
’
二
表
は
昭
和
三
五
’
七
年
度
の
主
要
企
業
設
備
投
資
実
績
の
平
均
を
例
に
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
直
接
生
産
活

動
に
必
要
の
な
い
工
事
は
全
設
備
投
資
額
の
約
二
五
％
に
達
す
る
。
直
接
生
産
活
動
に
必
要
な
い
工
事
が
、
す
べ
て
社
会
資
本
で
は
な
く

ま
た
こ
の
数
字
が
企
業
の
必
要
と
す
る
社
会
資
本
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
、
公
共
躯
業
類
似
の
事
業
を
企
業
自

ら
没
備
投
資
に
ふ
く
め
ざ
る
を
え
な
い
事
憎
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
孜
伽
投
盗
中
、
土
地
、
交
通
手
段
、
用
排
水
へ
の
投
資
割

合
を
と
れ
ば
、
鉄
鋼
、
石
油
糀
製
、
石
油
化
学
と
い
う
「
商
度
成
焚
」
の
花
形
産
業
が
、
い
ず
れ
も
平
均
の
必
要
度
を
は
る
か
に
こ
え
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
産
業
で
は
、
次
第
に
社
会
的
生
産
手
段
は
民
間
固
定
寅
本
と
同
一
視
さ
れ
、
直
接
生
産
活
勁
の
賛

本
と
区
別
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
鉄
鋼
・
石
油
資
本
と
港
湾
の
よ
う
に
。
（
生
産
饗
を
と
っ
て
も
鋼
材
に
し
め
る
面
接
生

産
費
は
五
○
影
で
、
の
こ
り
は
輸
送
費
そ
の
他
社
会
資
本
関
連
費
剛
と
い
わ
れ
て
い
る
。
）

公
有
化
さ
れ
て
い
た
社
会
的
生
産
手
段
が
私
的
資
本
に
化
し
、
あ
る
い
は
公
共
設
備
が
特
定
の
私
的
独
占
体
の
手
に
利
用
独
占
さ
れ
る

結
果
、
一
部
の
公
共
設
備
は
利
潤
採
算
を
も
っ
て
連
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

公
共
投
伽
が
私
的
寅
本
に
よ
っ
て
符
理
さ
れ
る
傾
向
に
つ
い
て
、
ス
ミ
ス
は
「
剛
芯
諭
」
の
改
訂
版
で
次
の
よ
う
に
追
加
し
て
い
る
。

「
独
占
柵
が
な
く
と
も
株
式
会
社
で
や
っ
て
行
く
こ
と
出
来
そ
う
に
思
え
る
邪
北
は
…
…
鰯
三
に
航
行
の
出
き
る
堀
や
巡
河
を
つ
く
り

維
持
す
る
こ
と
、
そ
し
て
第
四
に
大
都
市
に
水
を
供
給
す
る
事
業
」
・
命
且
豊
さ
己
．
己
．
曽
巴
こ
の
ス
ミ
ス
の
意
見
は
先
述
初
版
本
に
お

け
る
公
共
班
業
諭
と
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
ミ
ス
は
こ
れ
ら
、
社
会
的
に
有
用
で
あ
る
が
利
潤
の
少
い
生
産
手
段
の

創
設
維
持
を
国
家
ま
た
は
株
式
会
社
と
い
う
も
っ
と
も
社
会
化
さ
れ
た
資
本
で
ま
か
な
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
今
日
の
社
会
資
本
充
実
政
策
は
ス
ミ
ス
の
公
共
事
業
拾
を
一
歩
も
で
て
い
な
い
。
ス
ミ
ス
は
す
で
に
今
日
の
公
共
邪
業
の
原
単

位
方
式
に
よ
る
公
共
邪
推
曲
の
決
定
Ｉ
受
益
者
負
担
的
収
入
に
よ
る
公
共
珈
業
を
提
案
し
て
い
る
．
し
か
し
、
今
日
の
大
蔵
竹
は
揮
発

《
■
０
）

汕
税
が
自
動
巾
雌
者
の
負
担
に
な
る
か
の
ど
と
く
い
っ
て
い
る
の
に
た
い
し
、
ス
、
、
、
ス
は
明
確
に
、
近
路
の
通
行
税
や
手
数
料
を
利
用
者

か
ら
と
っ
て
も
、
蚊
終
の
負
担
者
は
洲
強
者
で
あ
る
と
か
い
て
あ
る
。
こ
の
点
で
も
今
日
の
公
共
収
業
論
は
ス
ミ
ス
の
洞
察
よ
り
も
お
く
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ス
ミ
ス
と
マ
ル
ク
ス
の
引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
先
学
の
先
見
の
明
を
た
た
え
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ

こ
に
引
用
し
た
文
章
を
「
資
本
強
」
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
採
用
し
な
か
っ
た
事
悩
も
学
説
史
家
に
は
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
を
せ
ん
さ
く
す
る
目
的
は
こ
こ
で
は
な
い
。

こ
こ
に
引
用
し
た
目
的
は
主
と
し
て
次
の
点
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
わ
が
国
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
で
も
公
共
事
業
を
他
の
財
政
現
象
と

同
じ
く
、
不
生
産
的
雇
用
の
側
面
か
ら
だ
け
と
ら
え
、
ま
た
近
代
経
済
学
で
も
有
効
需
要
の
創
出
と
い
う
消
費
局
面
だ
け
で
と
ら
え
て
い

た
。
だ
が
こ
れ
ら
、
先
学
の
研
究
の
中
に
公
共
事
業
を
固
定
資
本
の
生
産
と
い
う
考
え
方
、
つ
ま
り
生
産
過
程
の
中
で
把
握
で
き
る
方
向

が
あ
る
こ
と
を
し
め
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
、
公
共
邪
業
の
刷
家
か
ら
の
分
離
、
あ
る
い
は
箇
本
化
を
考
え
る
飛
本
的
遊
筋

が
こ
こ
に
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
小
論
の
さ
い
ご
で
の
べ
る
よ
う
に
、
社
会
的
生
産
手
段
の
資
本
化
は
、
流
行
の
「
生
脆
関

係
の
社
会
化
」
論
で
は
な
く
、
国
家
そ
の
も
の
の
資
本
化
と
い
う
矛
盾
を
う
み
だ
す
こ
と
が
や
こ
こ
か
ら
み
ち
び
き
だ
さ
れ
る
と
思
う
。

盗
本
は
独
占
化
に
つ
れ
て
、
労
働
力
の
再
生
産
過
程
Ⅱ
消
費
を
全
体
と
し
て
管
理
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
技
術
革
新
と
思
想
統
制
の

必
要
か
ら
、
企
業
内
で
学
校
教
育
を
お
こ
な
い
労
務
管
理
を
家
庭
生
活
ま
で
延
長
す
る
た
め
に
、
住
宅
、
胸
院
、
劇
場
、
そ
の
他
の
娯
楽

設
術
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
家
庭
消
我
物
鐡
の
一
切
を
供
給
す
る
デ
パ
ー
ト
、
食
堂
の
継
哲
ま
で
お
こ
な
う
よ
う
に
な
る
。

へ

註
曹（

１
）
大
蔵
竹
「
図
悦
日
本
の
財
政
」
（
三
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
揮
発
油
税
を
期
税
し
て
迦
路
投
資
を
お
こ
な
う
こ
と
は
可
災
い
目
で
み
れ
ば
向
勤
水
業

者
に
と
っ
て
も
利
益
と
な
っ
て
か
え
っ
て
く
る
有
利
な
投
資
と
し
て
、
十
分
納
得
で
き
る
拙
抵
で
あ
ろ
う
」
（
一
狐
四
頁
）
と
い
う
。

（
２
）
可
こ
う
し
た
取
引
Ｉ
と
り
わ
け
営
利
取
引
Ｉ
の
前
提
と
し
て
は
通
路
が
利
益
を
生
む
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
通
路
の
利
用
と
引
換
え
に
要
求
さ

れ
る
価
格
が
生
産
者
た
ち
に
と
っ
て
相
当
高
値
を
そ
れ
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
、
多
く
の
交
換
価
値
に
値
い
し
、
な
い
し
は
そ
れ
ほ
ど

の
生
産
力
を
提
供
す
る
こ
と
」
（
富
凹
景
ご
匙
》
い
ふ
農
邦
訳
四
六
六
頁
）
。

八
消
没
の
「
社
会
化
」
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一
方
、
労
働
組
合
も
、
全
国
的
に
組
織
さ
れ
、
自
ら
の
代
表
者
を
国
会
や
地
方
議
会
に
お
く
る
よ
う
に
な
る
と
、
企
業
内
の
経
済
斗
争

に
と
ど
ま
ら
ず
、
減
税
・
社
会
保
障
・
教
育
の
機
会
均
等
あ
る
い
は
教
育
費
無
償
の
要
求
あ
る
い
は
保
険
診
寂
、
住
宅
そ
の
他
生
活
環
境

整
備
な
ど
の
社
会
的
消
費
の
充
足
を
も
と
め
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
賃
金
す
ら
全
国
一
率
の
蛾
低
賃
金
制
を
も
と
め
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
股
村
の
都
市
化
と
と
も
に
腱
民
の
間
で
も
社
会
的
消
曲
の
充
足
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
て
、
い
ま
や
個
人
的
消
謝
と
社
会
的
消
蜜
を
統
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
可
能
性
が
つ
よ
ま
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
段
陪
で
逆
に
こ

（
■
＆
〉

の
間
の
分
裂
と
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
か
っ
て
な
い
ほ
ど
激
し
く
な
る
。

団
生
活
を
す
れ
ば
、
育
児
、

梅
理
さ
れ
る
傾
向
を
も
つ
。

傾
向
は
す
す
む
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
一
種
の
「
企
業
自
治
体
」
の
成
立
に
ま
で
い
た
ら
な
い
ま
で
も
、
企
業
が
集
団
で
そ
の
地
域
内
の
公
有
消
賀
手
段
を
利
用

独
占
す
る
傾
向
が
つ
よ
ま
る
。
産
学
共
同
の
か
け
声
と
と
も
に
、
産
業
教
育
・
理
科
教
育
が
教
育
委
員
会
の
中
心
目
標
と
な
っ
た
り
、
財

政
盗
金
で
特
定
企
業
の
労
働
新
住
宅
・
痛
院
が
廸
設
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
個
人
的
消
費
と
社
会
的
消
賀
の
統
一
は
、
た
ん
な
る
労
務
笹
理
、
思
惣
統
制
の
手
段
と
考
え
て
は
、
み
ま
ち

が
い
で
あ
ろ
う
。
生
産
と
消
擬
の
結
合
の
必
要
性
が
、
こ
の
底
流
に
あ
る
。
労
働
者
が
、
生
産
の
場
で
あ
る
工
場
の
ち
か
く
に
、
住
宅
を

も
ち
、
そ
の
周
辺
に
学
校
、
病
院
、
生
活
環
境
設
備
ひ
い
て
は
娯
楽
設
備
を
も
つ
必
要
は
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
ア
パ
ー
ト
の
よ
う
な
災

団
生
活
を
す
れ
ば
、
育
児
、
料
理
、
洗
濯
と
い
っ
た
家
庭
内
の
労
働
が
社
会
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
専
門
家
の
手
に
よ
っ
て
、
集
団
的
に

禰
理
さ
れ
る
傾
向
を
も
つ
。
こ
れ
を
か
り
に
、
「
泊
磯
の
社
会
化
」
と
よ
ぶ
と
す
れ
ば
、
生
産
単
位
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
こ
の

へ

註
一（

１
）
さ
い
き
ん
の
政
府
の
発
表
し
た
「
国
民
所
得
白
書
」
（
昭
和
三
五
、
三
六
年
度
）
に
は
、
こ
の
実
補
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
、
独
占
資
本
主
義
が
間
度
に
発
展
し
、
社
会
的
再
生
産
過
租
の
変
化
と
と
も
に
社
会
的
生
産
手
段
・
消
畿
手
段
は
不
可
決
の

も
の
と
な
り
、
一
部
の
企
業
で
は
み
ず
か
ら
、
そ
れ
ら
を
処
設
し
、
所
有
す
る
も
の
も
で
て
く
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
利
潤
率
の
低
下
を
ま

ね
き
や
す
い
の
で
、
依
然
と
し
て
、
多
く
の
場
合
、
公
共
団
体
の
建
設
物
を
占
有
し
、
そ
の
利
用
を
独
占
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
民
間
資
本
と
公
共
設
備
（
貨
弊
的
側
面
で
は
公
共
投
資
）
と
の
混
合
は
生
産
力
の
社
会
化
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
が
、
社
会

的
生
産
手
段
・
消
費
手
段
の
私
有
化
あ
る
い
は
利
用
独
占
は
新
し
い
生
産
関
係
の
矛
盾
を
ま
き
お
こ
し
て
い
る
。

も
し
も
、
特
定
企
業
が
公
共
設
伽
を
利
川
独
占
で
き
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
利
川
の
で
き
な
い
企
業
に
く
ら
べ
て
、
特
別
利
潤
を
取
得
で

き
る
。
そ
こ
で
、
公
共
孜
術
の
利
用
独
占
を
も
と
め
て
、
は
げ
し
い
鐘
争
が
お
こ
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
公
共
設
俄
が
特
別
利
潤
を
も
た

ら
す
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
企
業
と
く
に
独
占
体
に
特
別
利
潤
を
も
た
ら
す
公
共
設
伽
が
優
先
し
が
ち
と
な
る
。
ま
ず
、
全
休
と
し
て
社

会
的
生
産
手
段
は
社
会
的
消
費
手
段
に
優
先
す
る
．
道
路
、
港
湾
、
工
業
用
地
、
用
水
が
、
教
育
設
備
、
住
宅
、
上
下
水
遊
、
生
活
環
境

設
備
に
く
ら
べ
て
、
優
先
す
る
。
同
じ
く
道
路
で
も
、
工
業
地
幣
を
む
す
ぶ
産
業
道
路
が
、
地
方
住
民
の
交
通
の
た
め
の
都
市
計
画
逆

路
よ
り
も
優
先
し
、
工
業
川
水
が
飲
料
水
道
の
建
設
に
く
ら
べ
て
、
予
算
上
も
優
遇
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
般
に
特
別
利
潤
を
も
た
ら
さ

ぬ
と
は
い
え
、
社
会
的
消
磁
手
段
の
間
で
も
、
高
等
技
術
教
育
設
側
は
下
水
通
に
く
ら
べ
て
、
は
る
か
に
独
占
体
の
必
要
度
は
商
く
な
る
。

こ
の
結
果
、
公
共
設
術
の
建
設
に
序
列
が
つ
く
。
昭
和
三
○
年
以
後
の
公
共
事
業
の
変
化
と
そ
れ
を
災
大
成
し
た
さ
い
き
ん
の
社
会
資

本
充
実
政
策
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
は
っ
き
り
と
し
め
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
、
生
産
と
消
費
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
都
市
問
題
の
激

増
と
い
う
か
た
ち
で
、
現
出
し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。

ま
た
、
公
共
駆
業
が
収
益
事
業
へ
と
変
化
す
る
。
こ
れ
は
、
社
会
生
産
手
段
が
資
本
化
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
も
の
で
、
ま
ず
そ
の
趣

設
磯
を
受
益
者
負
担
的
収
入
（
目
的
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、
使
川
料
及
び
手
数
料
）
で
ま
か
な
う
傾
向
に
は
じ
ま
り
、
や
が
て
は
、

九
「
社
・
会
化
」
の
諸
結
果
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Ｇ
８
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鮒
結
果
で
あ
る
。

そ
の
処
披
蛮
を
一
般
会
計
か
ら
財
政
投
融
貢
に
か
え
、
そ
の
主
体
を
公
団
、
公
社
の
手
に
う
つ
す
。
こ
の
場
合
、
公
共
設
術
は
減
価
償
却

資
亜
に
か
え
ら
れ
、
料
金
を
徴
収
し
て
密
理
経
営
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
利
潤
を
生
ま
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
公
共
事
業
が
、
盗
本
と
し
て
符
理
運
営
さ
れ
る
傾
向
は
、
生
産
手
段
だ
け
で
な
く
、
澗

費
手
段
に
も
は
じ
ま
る
・
さ
い
き
ん
、
消
掃
事
業
が
手
数
料
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
り
、
そ
の
一
部
が
民
間
業
者
に
下
諦
け
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の
は
、
そ
の
傾
向
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
近
路
の
場
合
有
料
道
路
の
出
現
は
、
そ
の
建
設
に
つ
い
て
の
資
本
と
公
椛
力
の

な
み
な
み
な
ら
ぬ
力
の
い
れ
よ
う
を
し
め
し
て
い
る
が
、
消
掃
事
業
の
有
料
制
は
ま
っ
た
く
逆
に
、
そ
れ
ら
の
無
我
任
を
象
徴
し
て
い
る
。

公
共
投
寅
の
主
体
が
民
間
企
業
へ
の
融
資
か
ら
、
公
共
事
業
に
う
つ
っ
た
こ
と
、
公
共
事
業
の
財
政
が
一
般
会
計
か
ら
財
政
投
融
資
計

画
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
現
象
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
行
政
の
序
列
、
公
共
事
業
の
収
益
事
業
化
Ｉ
財
政
投
融
資
化
現
象
は
、
地
域
開
発
の
き
し
み
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
図
の
よ
う
に
、
先
行
投
資
を
し
て
、
民
間
企
業
を
誘
致
さ
せ
よ
う
と
い
う
地
方
団
体
の
工
業
誘
致
競
争
は
、
地
方
住
民

に
わ
る
い
影
稗
を
与
え
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
先
行
投
資
が
成
功
し
て
、
工
場
誘
致
が
成
功
し
て
も
、
住
民
に
と
っ
て
必
要
な
社
会

的
消
黄
手
段
の
供
給
計
画
Ｉ
広
義
の
都
市
計
剛
が
お
く
れ
る
結
果
、
公
害
の
発
生
、
交
通
マ
ヒ
、
伝
染
病
の
多
発
、
水
不
足
、
災
郷
な
ど

さ
て
、
社
会
資
本
充
実
政
策
の
韮
礎
理
論
へ
の
批
判
の
大
筋
は
こ
れ
で
一
応
完
結
し
た
。
ま
た
「
生
産
関
係
の
社
会
化
」
と
い
う
あ
や

ま
っ
た
国
家
独
占
資
本
主
義
論
へ
の
批
判
の
方
向
も
つ
い
で
な
が
ら
ひ
ら
か
れ
た
。
だ
が
、
一
体
、
公
私
両
部
門
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
い

う
現
代
病
は
い
か
に
し
て
解
決
す
る
か
。

そ
れ
は
資
本
主
義
体
制
の
変
革
以
外
に
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
社
会
主
義
社
会
に
な
れ
ば
、
資
本
は
消
滅
す
る
と
は
い
え
、
社
会
的
有
用

が
ひ
き
お
こ
さ
れ
て
い
る
。

現
代
の
都
市
問
題
、
ひ
い
て
は
腿
村
間
遡
の
激
墹
こ
そ
は
、
社
会
的
生
産
手
段
・
消
我
手
段
の
私
有
化
あ
る
い
は
利
川
独
占
の
社
会
的
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性
と
い
う
点
で
の
新
し
い
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
裸
題
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
ら
ね
ば
な
ら
な
い
．
だ
が
、

さ
し
あ
た
っ
て
、
平
和
共
存
体
制
の
下
で
、
耶
縮
あ
る
い
は
耶
術
撤
廃
こ
そ
が
、
社
会
的
生
産
手
段
・
消
蜜
手
段
を
充
実
す
る
第
一
歩
で

あ
る
こ
と
だ
け
を
記
し
て
溶
こ
う
。
東
西
両
陣
営
の
十
名
の
代
表
的
経
済
学
者
が
剛
辿
の
委
嘱
を
う
け
て
お
こ
な
っ
た
「
軍
縮
の
社
会
的

術
結
果
」
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
（
己
．
ｚ
豊
呼
。
。
。
ョ
言
画
且
画
自
重
８
扇
２
扁
冒
。
阻
昌
農
閻
３
画
目
９
戸
』
ま
巴
。

「
社
会
的
投
資
は
私
的
消
批
と
工
農
業
投
資
の
双
方
の
た
め
に
と
る
べ
き
砿
要
な
方
法
で
あ
る
。
そ
の
必
要
性
は
、
一
部
は
社
会
的
な
快

適
さ
の
改
諜
に
た
い
す
る
面
接
的
な
要
求
か
ら
生
じ
、
一
部
は
工
農
業
の
生
産
性
の
向
上
が
教
育
、
住
宅
、
保
継
そ
の
他
の
分
野
に
お
け

る
発
展
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
噸
実
か
ら
生
ず
る
。
社
会
的
投
宣
は
刷
家
盗
金
に
た
い
す
る
耶
琳
的
要
求
を
競
合
す
る
の
で
、
（
低
側

発
指
図
に
た
い
す
る
援
助
の
よ
う
に
）
お
そ
ら
く
双
拡
競
争
の
影
粋
を
と
く
に
こ
う
む
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
生
じ
て
い
る
社
会
資
本
の

ス
ト
ッ
ク
の
不
足
を
埋
め
あ
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
認
識
は
、
異
な
る
遜
済
発
展
段
階
に
あ
り
、
ま
た
異
な
っ
た
継
済
体
制
を
も

つ
謝
剛
の
あ
い
だ
に
ひ
ろ
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
。
」
ｅ
、
ｚ
ぎ
ぎ
昼
も
も
ゞ
可
国
際
評
誼
Ｌ
一
九
六
二
年
六
月
号
、
一
四
頁
）

皿
縮
は
後
進
国
開
発
論
と
と
も
に
社
会
資
本
論
を
新
し
い
経
済
学
と
し
て
ひ
き
ず
り
だ
す
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
一
体
、
国
家
独
占
資
本

主
我
の
大
き
な
柱
で
あ
っ
た
経
済
の
駆
歌
化
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
新
し
い
柱
に
か
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
交
替
に

と
も
な
う
イ
ン
パ
ク
ト
に
資
本
主
義
体
制
は
た
え
う
る
だ
ろ
う
か
。
こ
ん
ご
の
興
味
つ
き
な
い
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
近
刊
の
柴
田
徳
衛
・
宮
木
恵
一
「
地
方
財
政
」
（
有
斐
閣
）
に
は
、
こ
の
社
会
的
諸
結
果
の
具
体
的
な
邪
実
を
の
べ
て
あ
る
。

（
２
）
こ
こ
で
い
う
社
会
投
資
の
う
ち
で
、
も
っ
と
も
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
世
界
的
規
模
の
問
題
と
し
て
の
都
市
更
新
（
劣
悪
な
住

宅
、
貧
弱
な
地
域
的
サ
ー
ビ
ス
、
非
行
、
都
市
交
通
の
マ
ヒ
な
ど
の
解
決
）
で
あ
る
。
次
は
道
路
と
航
空
。
自
然
資
源
の
発
展
と
保
全
と
く
に
水

資
源
開
発
。
保
健
・
医
盛
、
教
育
・
平
和
目
的
の
た
め
の
科
学
研
究
な
ど
で
あ
る
。
（
具
．
ロ
．
ｚ
●
壱
号
匡
．
弓
も
‐
』
巴

（
あ
と
が
き
）
本
稿
は
先
の
「
金
沢
大
学
径
済
論
集
Ｌ
卵
一
号
に
掲
載
分
と
あ
わ
せ
、
昭
和
三
六
年
度
日
本
財
政
学
会
の
報
告
原
稿
で
あ
っ
て
、
発
表
に
あ

た
り
、
若
干
の
補
正
を
し
た
。
な
お
、
こ
れ
は
文
部
省
科
学
研
究
費
（
担
当
者
京
大
島
恭
彦
教
授
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

へ

註
曹


